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昭
和
二
十
年
代
・
三
十
年
台
の
C
B
C
ラ
ジ
オ
劇
関
係
資
料
に
つ
い
て

飯
塚
恵
理
人

は
じ
め
に
一
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」
の
発
足

と
「
放
送
資
料
し
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て
i

　
平
成
十
七
年
に
、
神
戸
女
子
大
学
講
師
の
大
山
範
子
氏
な
ど
メ
デ
ィ
ア
教
育

等
の
関
係
者
数
名
に
声
を
か
け
て
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
早
く
も
六
年
以
上
が
経
過
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
、

特
に
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
と
い
う
「
放
送
」
に
よ
っ
て
、
各
地
で
差
異
が
あ
っ
た

謡
の
謡
い
方
が
東
京
の
「
家
元
」
の
謡
い
方
へ
統
一
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
促
さ

れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
か
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
や
寄
席
に
行
か
な
い
落
語

フ
ァ
ン
と
い
う
「
出
入
り
で
き
る
場
所
と
自
分
の
階
級
を
超
え
た
」
芸
能
の
愛

好
者
が
大
い
に
増
え
る
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
付
い
た

者
は
、
能
楽
研
究
者
な
ど
古
典
芸
能
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
「
享
受
史
」
の
観

点
か
ら
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
近
代
史
・
現
代
史
を
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
う
し
た
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
こ
の
研
究

会
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

　
最
近
の
情
報
機
器
の
発
農
に
よ
り
、
S
P
レ
コ
ー
ド
・
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー

プ
の
音
源
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
は
、
研
究
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に

よ
っ
て
、
映
像
の
配
信
も
可
能
に
な
っ
た
。
筆
者
の
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
音
源
や
放
送
に
関
係
し
た
著
作
権
の
消
滅
し
た
S
P

レ
コ
ー
ド
の
音
源
を
配
信
し
て
い
る
。
古
い
民
謡
・
謡
曲
な
ど
は
、
著
作
権
自

体
は
消
滅
し
て
い
る
か
ら
演
奏
者
の
権
利
で
あ
る
著
作
隣
接
権
が
消
滅
す
る
五

十
一
年
目
か
ら
は
配
信
可
能
な
の
だ
が
、
新
民
謡
・
編
曲
し
た
箏
曲
・
長
唄
な

ど
に
つ
い
て
は
編
曲
し
た
作
曲
家
の
死
後
五
十
年
ま
で
著
作
権
が
残
る
た
め
、

今
現
在
配
信
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
歌
謡
曲
・
演
劇
な
ど
も
、
そ
の
作
詞
家
・

作
曲
家
・
劇
作
家
の
死
後
五
十
年
ま
で
は
著
作
権
が
残
る
た
め
、
現
在
は
配
信

で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
S
P
レ
コ
ー
ド
の
音
源
配
信
の
際
に
は
す
べ

て
一
a
S
r
a
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
著
作
権
等
を
確
認
し
て
か
ら
行
っ
て
い

る
が
、
不
備
を
恐
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
配
信
で
き
る
か
で
き
な
い
か

に
関
わ
ら
ず
、
放
送
に
関
す
る
資
料
や
放
送
音
源
は
多
く
は
そ
れ
に
関
わ
っ
た

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
実
演
家
の
手
元
に
残
さ
れ
た
個
人
資
料
で
あ
り
、
原
資
料
の

ま
ま
で
は
代
が
移
る
と
散
逸
す
る
危
険
性
が
高
く
、
な
ん
ら
か
の
保
全
処
置
が

早
急
に
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
方
々
の
御
支
援
・
御
助
力
が
必
須
で
あ
る
が
、
「
メ

デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
し
に
は
、
幸
い
に
し
て
多
く
の
放
送
関
係
者
、
特

に
民
放
O
B
の
御
協
力
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
放
送
文
化
基
金
か
ら
の
援
助
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も
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
十
月
現
在
ま
で
に
、
放
送
文
化
基

金
よ
り
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」
に
頂
い
た
助
成
金
と
採
択
課
題
は

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
助
成
額
　
八
十
万
円

「
昭
和
初
期
ラ
ジ
オ
放
送
の
研
究
「
伝
統
芸
能
」
の
成
立
」

椙
山
女
学
園
大
学
文
化
情
報
学
部
　
助
教
授
　
飯
塚
恵
理
人
（
こ
の
年
度
は
個

人
申
請
）

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
助
成
額
　
八
十
万
円

「
昭
和
3
0
－
5
0
年
代
古
典
芸
能
番
組
の
研
究
－
座
敷
芸
か
ら
舞
台
芸
能
へ
の
変

化
」メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
　
代
表
（
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
）
飯
塚
恵
理

人二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
助
成
額
　
八
十
万
円

「
昭
和
2
0
年
代
・
3
0
年
代
ラ
ジ
オ
放
送
古
典
芸
能
番
組
の
研
究
i
テ
レ
ビ
・
民

放
の
誕
生
一
」

メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
　
代
表
（
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
）
飯
塚
恵
理

人
参
〇
＝
年
（
平
成
二
十
三
年
）
助
成
額
八
十
万
円

「
昭
和
2
0
年
代
－
3
0
年
夏
前
半
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
制
作
i
放
送
劇
団
と
流
行

歌
・
古
典
芸
能
S
P
レ
コ
ー
ド
の
使
用
i
」

メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
　
代
表
（
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
）
飯
塚
恵
理

人　
研
究
会
は
最
初
、
研
究
者
主
体
で
発
足
し
た
が
、
中
部
日
本
放
送
O
B
の
本

田
善
郎
氏
（
民
謡
・
芸
能
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
・
松
谷
敦
氏
（
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
・
中
野
之
也
氏
（
音
響
技
術
担
当
）
・
成
田
徹
男
氏
（
音

響
技
術
担
当
）
の
御
協
力
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
古
典
芸
能
に
絞
っ
た

活
動
か
ら
、
放
送
が
作
っ
た
文
化
と
放
送
の
資
料
全
体
を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ

ル
保
存
と
活
用
に
会
員
の
関
心
が
変
化
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
今
年
度
（
放
送

文
化
基
金
と
し
て
は
前
年
度
申
請
と
な
る
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
分
）
は
古

典
芸
能
音
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
「
辻
山
幸
一
氏
所
蔵
の
放
送
関
連
S
P
レ
コ
ー

ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
し
て
継
続
し
た
も
の
の
、
松
谷
三
号
所
蔵
の
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
放
送
台
本
や
中
野
之
県
内
所
蔵
の
劇
団
C
B
C
関
係
写
真
・
音
源
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
関
係
の
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
も
取
り
組

ん
だ
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
台
本
の
内
容
に
つ
い
て
の
文
学
的
・
演
劇
学
的
な
調
査

は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
十
月
現
在
に
お
い
て
本
会
と
し
て
収

集
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
報
告
さ
せ
て
頂
き
た

い
。
な
お
、
本
稿
は
拙
稿
「
中
部
日
本
放
送
放
送
劇
団
の
資
料
に
つ
い
て
」
（
注
）

の
続
き
に
あ
た
る
。

一

中
野
之
也
氏
所
蔵
劇
団
C
B
C
昭
和
二
十
年
代
後

半
写
真

　
申
野
合
舞
氏
は
中
部
日
本
放
送
（
以
下
「
C
B
C
」
）
開
局
の
時
に
日
本
放
送

協
会
（
N
H
K
）
を
退
社
し
て
移
籍
さ
れ
た
、
C
B
C
の
草
創
期
を
知
る
音
声

技
術
者
で
あ
る
。
中
野
氏
は
松
谷
敦
氏
と
共
に
昭
和
二
十
年
代
後
半
、
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
の
制
作
に
関
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
C
B
C
は
専
門
の
劇
団
「
劇
団

C
B
C
」
を
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
中
野
之
が
撮
影
さ
れ
た
昭
和
二
十
年

代
の
劇
団
C
B
C
の
劇
団
員
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
の
写
真
を
研
究
会

に
提
供
し
て
頂
い
た
。
民
放
草
創
期
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
支
え
た
人
々
に
関
す

る
貴
重
な
写
真
で
あ
り
、
時
が
移
る
と
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
支
え
た
声
優
や
効
果

団
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
強
い
こ
と
か

ら
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
以
下
に
劇
団
C
B
C
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
一
覧
を
示
す
。
「
プ
リ
ン
ト
ー

枚
目
の
上
一
段
目
＋
左
か
ら
一
枚
目
」
を
「
l
l
l
l
l
」
と
表
示
す
る
。
プ

リ
ン
ト
2
枚
目
の
上
一
段
目
＋
左
か
ら
三
枚
目
は
「
2
i
1
－
3
」
と
な
る
。
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キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
末
の
（
）
は
デ
ー
タ
番
号
で
あ
る
。
＊
は
現
在
未
確
認
等
で

不
明
を
表
わ
す
。
＊
の
記
号
は
以
降
の
章
で
も
用
い
て
い
る
。

（
プ
リ
ン
ト
ー
枚
目
）

1
－
1
－
1
口
＊
（
ぴ
≦
一
〇
一
）

1
－
1
－
2
口
石
黒
節
子
（
ぴ
≦
一
8
）

l
I
1
1
3
口
井
川
則
子
（
び
≦
｝
O
ω
）

l
1
2
1
1
”
左
か
ら
柳
有
、
今
泉
洋
、
大
村
一
平
、

1
－
2
－
2
”
左
”
佐
藤
、
右
”
石
黒
（
び
芝
H
8
）

1
－
2
i
3
”
柳
有
（
び
≦
一
8
）

l
1
3
1
1
．
左
”
中
村
嘉
奈
子
、
右
H

U
H
唱
導
礁
製
尋
轟
．
．
）

＊
（
ぴ
≦
一
〇
駆
）

コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
（
σ
芝
｝
O
刈
）

（
プ
リ
ン
ト
2
枚
目
）

2
1
1
1
1
口
今
泉
洋
（
ぴ
≦
目
O
）

2
1
1
1
2
”
石
黒
節
子
（
び
毛
｝
＝
）

2
－
l
i
3
”
今
泉
洋
（
び
妻
巨
鱒
）

2
1
2
1
1
”
左
口
井
川
則
子
、
右
”
石
黒
節
子
（
σ
薯
＝
も
◎
）

2
1
2
1
2
．
田
草
幸
子
（
び
≦
｝
竃
）

2
i
2
－
3
．
左
口
佐
藤
、
右
”
石
黒
節
子
（
σ
≦
＝
α
）

鴛
品
薄
端
劉
％
藤
岡
ひ
ろ
子
（
ぴ
を
一
属
）

2
－
3
…
3
　
大
村
一
平
（
ぴ
≦
＝
。
。
）

（
プ
リ
ン
ト
3
枚
目
）

3
1
1
1
1
日
左
”
井
川
則
子
、
手
口
石
黒
節
子
（
び
乏
に
⑩
）

3
－
1
－
2
口
C
B
C
第
一
ス
タ
ジ
オ
日
曜
劇
場
公
開
放
送
。
歌
っ
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
ロ
ー
ズ
（
び
薯
お
O
）

3
1
1
1
3
口
「
浮
雲
日
記
」
ス
タ
ッ
フ
集
合
写
真
（
び
≦
一
門
）

3
1
2
i
i
”
田
中
幸
子
（
び
≦
｝
認
）

3
1
2
i
2
．
前
列
左
か
ら
伊
藤
、
中
川
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
太
田
［
技
術
］
、

　
　
　
　
　
　
松
枝
、
後
列
左
か
ら
佐
野
［
効
果
］
、
中
野
［
技
術
］
、
桑
田
（
ぴ
芝

　
　
　
　
　
　
鵠
ω
）

3
－
2
1
3
口
C
B
C
ス
タ
ジ
オ
に
て
。
前
列
左
か
ら
井
川
則
子
、
石
黒
節
子
、

　
　
　
　
　
＊
、
永
井
百
合
子
、
藤
岡
ひ
ろ
子
、
後
列
左
か
ら
福
島
〔
効
果
〕
、

　
　
　
　
　
大
村
一
平
、
＊
、
＊
、
＊
、
久
松
保
雄
、
三
輪
〔
効
果
〕
、
清
水

　
　
　
　
　
元
、
伊
藤
松
郎
、
＊
、
中
川
一
男
、
＊
、
柳
有
、
中
野
之
也
（
び
乏

　
　
　
　
　
｝
漣
）

3
－
3
1
1
　
「
浮
雲
日
記
」
ス
タ
ッ
フ
集
合
写
真
（
ぴ
≦
縮
α
）

3
…
3
－
2
・
「
浮
雲
日
記
」
C
B
C
第
一
ス
タ
ジ
オ
に
て
。
左
よ
り
中
川
一
男

　
　
　
　
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
今
泉
洋
、
田
中
明
男
、
＊
、
永
井
百
合
子
、

　
　
　
　
　
＊
、
＊
、
＊
（
び
乏
蕊
①
）

3
－
3
1
3
．
劇
団
一
期
生
。
前
列
中
央
”
山
尾
澄
子
、
前
列
左
よ
り
石
黒
節

　
　
　
　
　
　
子
、
井
川
則
子
、
田
中
幸
子
、
中
列
左
よ
り
今
泉
洋
、
津
島
和

　
　
　
　
　
　
子
、
藤
岡
ひ
ろ
子
、
大
村
一
平
、
後
列
左
よ
り
言
下
之
也
、
佐

　
　
　
　
　
　
藤
年
（
σ
乏
一
ミ
）

（
プ
リ
ン
ト
4
枚
目
）

4
－
1
－
1
”
左
か
ら
藤
岡
ひ
ろ
子
、
中
野
、
＊
、
柳
有
、
井
川
則
子
、
大
村

　
　
　
　
　
　
一
平
、
山
尾
澄
子
、
佐
藤
年
、
申
村
（
び
薯
日
c
Q
）

4
1
1
1
2
”
C
B
C
ス
タ
ジ
オ
に
て
。
二
期
生
」
前
列
左
か
ら
大
村
一
平
、

　
　
　
　
　
　
柳
有
、
中
列
左
か
ら
山
尾
澄
子
、
藤
岡
ひ
ろ
子
、
中
村
嘉
奈
子
、

　
　
　
　
　
　
井
川
則
子
、
後
列
左
か
ら
田
中
幸
子
、
石
黒
節
子
（
ぴ
芝
蕊
O
）

4
－
1
1
3
弓
左
か
ら
藤
岡
、
中
野
、
井
川
則
子
（
σ
≦
贔
O
）

4
i
2
－
1
　
左
”
佐
藤
年
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
右
H
石
黒
（
び
≦
一
ω
｝
）

4
1
2
i
2
”
前
列
左
か
ら
藤
岡
ひ
ろ
子
、
田
申
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
井
川
則
子
、

　
　
　
　
　
後
列
高
野
［
技
術
］
（
び
長
岡
N
）

4
i
2
－
3
・
石
黒
劇
団
員
（
σ
≦
鉢
。
〇
一
）
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4
1
3
1
1
”
茂
木
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
ぴ
白
N
O
N
）

4
－
3
1
2
口
茂
木
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
び
≦
N
O
ω
）

4
－
3
i
・
3
”
加
藤
明
康
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
ぴ
≦
N
O
心
）

（
プ
リ
ン
ト
5
枚
目
）

5
－
1
－
l
H
宮
田
桂
（
び
妻
N
8
）

5
i
l
i
2
”
加
藤
明
康
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
ぴ
乏
N
O
①
）

5
－
1
1
3
”
伊
藤
松
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
び
妻
b
O
O
刈
）

5
－
2
－
i
”
伊
藤
松
郎
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
σ
乏
込
◇
O
O
c
）

二

中
野
之
也
氏
収
蔵
6
㎜
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ

リ
ス
ト

　
今
年
度
は
中
野
之
暴
富
収
蔵
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
を
、
成
田
徹
男
氏

に
依
頼
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。
こ
こ
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
わ
っ
て
い
る

テ
ー
プ
の
リ
ス
ト
（
成
田
徹
男
氏
作
）
を
挙
げ
る
。
な
お
現
在
デ
ジ
タ
ル
化
を

依
頼
し
て
い
る
音
源
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
飯
塚
の
方

で
リ
ス
ト
の
整
理
が
済
ん
で
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿

を
期
し
た
い
。

①
浪
曲
恥
一
〇
天
保
水
田
伝
二
十
六
分
三
十
秒

②
浪
曲
忠
治
山
形
屋
　
放
送
”
昭
和
二
十
九
年
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
十
時
○
○
分

③
モ
ニ
タ
ー
サ
ロ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
座
談
会
寺
井
プ
ロ
デ
ュ
ー

　
　
サ
ー

④
三
菱
劇
場
「
リ
リ
オ
ム
物
語
」
　
放
送
u
昭
和
二
十
九
年
一
月
三
日

　
　
午
前
八
時
～
八
時
三
十
分
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
”
中
川
一
男

⑤
三
菱
劇
場
「
3
／
4
の
恋
物
語
」
　
放
送
”
昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十

　
　
一
日
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
”
中
川
一
男

⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮

眞
夏
の
夜
の
ジ
ャ
ズ
　
恥
－
　
　
放
送
H
昭
和
三
十
五
年
九
月
　
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
日
伊
藤
和
典

芸
術
祭
参
加
番
組
（
第
十
二
回
）
「
沙
比
古
と
次
麿
し
　
　
放
送
”
昭
和
三

十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
作
”
松
山
善
三
音
楽
”
木
下
忠
司
出
演
口

申
代
達
也
・
北
村
和
夫
・
滝
沢
修
他
青
年
座

夜
と
愛
と
恋
と
「
橋
」
　
　
放
送
u
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
　
午

後
十
一
時
十
五
分
～
十
一
時
四
十
五
分
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
口
松
谷
敦

夜
と
愛
と
恋
と
「
一
月
の
部
屋
の
扉
」
　
放
送
”
昭
和
三
十
六
年
一
月
二

十
三
日

こ
の
人
　
こ
の
友
　
こ
の
故
郷
　
「
田
淵
壽
郎
」
　
放
送
”
昭
和
三
十
九

年
一
月
三
十
一
日
　
午
後
九
時
三
十
分
～
十
時
○
○
分
　
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
”
松
谷
敦
　
技
術
”
角
谷

カ
ト
レ
ア
劇
場
　
「
夏
の
城
」
　
　
放
送
”
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
八
日

午
後
九
時
○
○
分
～
九
時
三
十
分
　
作
”
岸
宏
子
　
音
楽
口
折
本
吉
数

出
演
”
天
野
有
恒
　
大
村
一
平
　
鬼
頭
昭
夫
　
山
田
昌
　
舟
木
淳
　
新
問

正
治
他

C
B
C
ゴ
ー
ル
デ
ン
劇
場
　
「
笑
い
に
つ
い
て
」
　
　
放
送
”
昭
和
三
十
九

年
九
月
二
十
三
日
　
午
後
十
時
三
十
分
～
十
一
時
○
○
分
　
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
口
松
谷
敦
　
技
術
”
角
谷
　
作
”
水
尾
比
呂
史
　
出
演
”
神
山
繁
　
稲

垣
昭
三
　
大
村
一
平
　
天
野
有
恒
　
山
田
昌
　
柳
有
他

C
B
C
公
開
劇
場
　
「
ド
ラ
マ
ス
タ
ジ
オ
8
」
「
一
つ
の
お
伽
話
　
仙
女
の

結
婚
」
　
放
送
H
昭
和
四
十
一
年
三
月
二
十
一
日
　
午
後
八
時
三
十
分

～
九
時
○
○
分
際
”
中
村
眞
一
郎
出
演
口
赤
沢
亜
沙
子
松
島
滋
広

大
村
一
平
天
野
鎭
男
他

サ
ン
デ
ー
・
プ
レ
イ
・
ハ
ウ
ス
　
　
放
送
”
昭
和
四
十
三
年
二
月
二
十
五

日
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
H
松
谷
敦
　
技
術
臼
小
崎
　
出
演
”
鬼
頭
昭
夫

石
原
ひ
と
み

C
B
C
ゴ
ー
ル
デ
ン
劇
場
　
「
鳥
」
　
放
送
”
＊
年
七
月
二
十
八
日
　
午
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⑯

後
十
時
三
十
分
差
十
一
時
○
○
分
　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
”
松
谷
敦
　
技

術
”
小
崎
作
”
川
崎
洋
松
谷
・
小
崎
出
演
”
小
沢
昭
一
　
音
楽
・

作
曲
・
指
揮
口
熊
谷
賢
一
　
C
B
C
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

大
学
対
抗
バ
ン
ド
合
戦
　
準
決
勝
そ
の
4
　
C
B
C
ホ
ー
ル
　
　
放
送
”

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
日
　
午
後
九
時
○
○
分
～
九
時
三
十
分
　
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
”
松
谷
敦
　
技
術
”
高
野

和
2
0
年
代
－
3
0
年
代
前
半
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
制
作
i
放
送
劇
団
と
流
行
歌
・
古

典
芸
能
S
P
レ
コ
ー
ド
の
使
用
一
」
（
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
）
に
よ
る

成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
い
つ
か
こ
え
り
と
／
文
化
情
報
学
部

甲
臨
窟
。
＝
　
Φ
誌
8
⑨
ω
仁
讐
《
帥
鑓
p
ゆ
嚢
毬
な

お
わ
り
に

文化情報学部紀要，第12巻，2012年

　
平
成
二
十
三
年
度
放
送
文
化
基
金
に
よ
る
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」

の
調
査
で
、
筆
者
が
平
成
二
十
四
年
十
月
現
在
で
把
握
し
、
手
元
に
あ
る
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
ら
の
音
源
は
著
作
権
が

残
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
一
般
公
開
は
で
き
な
い
が
、
m
P
3
フ
ァ
イ
ル

に
し
て
ス
カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
上
で
本
研
究
会
会
員
及
び
希
望
の
あ
っ
た
演
劇
研
究

者
・
古
典
芸
能
研
究
者
と
共
有
し
て
い
る
。
民
放
草
創
期
を
知
る
人
の
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
資
料
収
集
は
急
い
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
今
年
度
収
集
で
き

た
残
り
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に
は
す
べ
て
報
告
さ
せ
て
頂
く
つ
も
り

で
あ
る
。
今
後
も
「
メ
デ
ィ
ア
と
古
典
芸
能
研
究
会
」
へ
の
御
指
導
と
御
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
注

「
中
部
日
本
放
送
放
送
劇
団
の
資
料
に
つ
い
て
」
飯
塚
恵
理
人
　
椙
由
女
学
園
大
学
研
究
論

集
　
入
文
科
学
篇
　
第
四
十
三
号
　
椙
由
女
学
園
大
学
　
二
〇
＝
一
年
三
月
発
行
　
六
十
一

…
六
十
八
頁

　
　
補
記

本
稿
は
平
成
二
十
三
年
度
放
送
文
化
基
金
人
文
社
会
・
文
化
部
門
助
成
「
昭
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灘／
　　　　　撫ミ

懇
鍵
、

㌘
§
∵
ご

態
畢
毫
き
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・

π

、
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謙

論
難
．

臨
一

驚

灘

嚇難

騨

耀
渥
、

繍
～
／
7
譜

膨
〉
多
な
》
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ミ
／
｝
Σ
　

尺

k

、ず～

ウ

　　ま

躊5

蝋

極
　
欝

欝
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鞭

藷
騒

騒

騨1
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知
趣
瑳

磁
鮮
烈
撫
・
試
～
諮

　
　
受
、
ゑ
3
恥

　
　
亨
・鞄《くγ

　、㌧　賑

ド

灌

174



馨
醸
懸
薮

響
熱欝

鰹
灘
強
繋

＼
熱
，
響

譲
磐
鍵
騰

麟

繋
，
勘

磨

継

懸

　
忘
総
懸翻
駄

む
＼
気
｝
老
博
亨
霧

騨

鰐
誰

蟹　爵誓

綾
購

欝
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総
代欝

　ミ

／
脚

灘響

嚇
麟
灘
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勲纏議》錨

“騰

／遷

欝

鞠縄
瀞

，職懸

鹸、 謡覇

囎離

麟爵轡

囑瓶
匙診

蝿
窪難，

詳繍療

雛。饗

難
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欝

鞭
爵

識

驚
　
　
、
・

離

農

ノ

、
彬
～
一

暇
＼
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』

義

繊
麗

講
辮
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一
・
轡
象
誕
姻

欝
欝
臨
鑓
搾

耀
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